
 
 
 
 
 
 
 

第 1423 回例会 17 年 12 月 5日(月) 
於 初音    18:30～ 

 

１．開会点鐘           会長 塩崎博司 

２．ロータリーソング        「奉仕の理想」 
３．出席報告  

会員総数 68 名 出席者数 48 名  

  出席率 72.72％ 前回修正出席率 80.33％ 

 

４．会長スピーチ         会長 塩崎博司 
皆さん今晩は、いよいよ 12 月、

師走を迎えることになりました。

皆様のご協力のおかげを持ちま

して、私の務めも大きな山を越し、

本日この後、年次総会を持つこと

になりました。 
師走というのは、学校の先生も

忙しくて走り回ると云うことで、

何かと気ぜわしくなることです。

これは一年の締めくくりをしてしまわなければなら

ないと云うことで、大晦日はご商売の方、事業をされ

ている方、銀行等、帳面を締めるのに、除夜の鐘を聞

きながら遅くまでかかったものでした。 
それから散髪をしてお風呂に入って、新年を迎える

ことになるのでした。現在は大きく変わりました。12
月末 31 日で銀行も散髪屋さんもお休みです。皆様は

NHK 紅白をゆっくりお楽しみください。私のところ

は年末年始で大忙しです。皆様よいお正月をお迎えく

ださい。 
 
５．幹事報告 

○メーキャップ 

 粉河ＲＣ 吉田昌生君 11/30 

○例会臨時変更 

 打田ＲＣ  12 月 15 日（木）→12 月 10 日（土） 
11:00～          例会場 

 和歌山ＲＣ 12 月 20 日（火）→12 月 20 日（火） 
18:00～ ホテルグランヴィア和歌山 

（年末家族会） 
 和歌山城南ＲＣ 

 12 月 22 日（木）→12 月 23 日（祝・金） 
18:00～  アバローム紀の国 

（クリスマス家族例会） 
 和歌山北ＲＣ 

12 月 26 日（月）→12 月 23 日（祝・金） 
18:00～ ホテルグランヴィア和歌山 

（年末家族会） 
1 月 16 日（月）→1 月 6 日（金） 

12:30～   ルミエール華月殿５Ｆ 
（新年初例会） 

○休会のお知らせ 
 高野山ＲＣ 12 月 23 日（金）・12 月 30 日（金） 
 和歌山ＲＣ  12 月 27 日（火）・1 月 3 日（火） 
 和歌山城南ＲＣ 12 月 29 日（木） 
 打田ＲＣ   12 月 29 日（木）・1 月 5 日（木） 
 海南西ＲＣ  12 月 29 日（木）・1 月 5 日（木） 
 

６．次年度役員 

新垣エレクト以下、次年度の新役員が承認されま

した。 

 

７．次回例会 
第 1424 回例会 平成１７年１２月１２日（月） 

12：30～ 海南商工会議所４F 
 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 

 

１２月のお祝い 
○会員誕生日 

９日 坂口洋一君   １７日 寺下 卓君 
１１日 塚本義信君 

○奥様誕生日 

４日 名手寿美江様  ２３日 宇恵恭子様 

６日 辻 倫子様   ２７日 中西尚子様 

○一般ニコニコ 

角谷勝司君  会員増強にご協力の程。1 月 16 日に
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は是非、新会員を紹介したい。 

上南雅延君  会員を紹介した人が１年若かった。す

みません。 

塩崎博司君  世界エイズデー欠席しました。 

吉田昌生君  九州に大楠めぐりに行って来ました。

霧島神宮で宮司をしている先輩に会

いました。ロータリーの友 11 月号見

たよと云いました。 

宮田貞三君  エイズキャンペーンに参加しました。 

新垣 勝君  ＰＥＴに参加しました。 

山畑弥生君  木地さん、青木さんありがとうござい

ました。 

柳生享男君  入会して１年になりました。 

田村健治君  改めて米山奨学会お願いします。 

 

 

 

 

 

 

多数地区の協力でメキシコの児童に書

籍を贈る 
アメリカとメキシコ内の三つのロータリー地区内

のロータリアンとローターアクターが協力して、アメ

リカ、アリゾナ州の隣のメキシコのソノラ州の学校や

現地の子供達の識字と学力向上の為に、生まれて初め

て、スペイン語の書籍や、絵本に手に触れるようにし

ました。これには、10 のロータリークラブが参加し、

対象は 7 つの学校図書室と２つの地域図書館内の児

童用図書室でした。 
アリゾナ（D5501）のシエラ ヴィスタ サンライ

ズクラブのサリー モンテーニュ会長によると、”こ
のプロジェクトは、数千人の恵まれない子供達に、読

書の機会を与えます。他のロータリークラブと、メキ

シコ内で別のプロジェクトを実施中に育まれ、友好的

な関係から、このプロジェクトが生まれました”とモ

ンテーニュさんが語りました。北部メキシコ（D4100）
のアグア プリエタクラブでは度々、地元の学校での

スペイン語の子供の本や、他の学用品の不足が話題に

なりました。この問題に関して、シエラ ヴィスタ 

サンライズ クラブとアグア プリエタ クラブが、

国際奉仕プロジェクト計画を立ち上げ、米国、アリゾ

ナ州（D5501）と同地区内の 4 つのクラブが合同でロ

ータリー財団の同額補助金を申請し、地区の DDF 制

度を使用して、米貨総額 12,000 弗の予算を獲得し、

最初は、新本 1,000 冊の計画でしたが、プロジェクト

が拡大され、最終的には合計 5,000 冊の書籍を配布し

ました。新たに、米国ユタ州（D5420）のロータリア

ンとローターアクターがこのプロジェクトに参加し

ました。事の起こりは、ロータリーのゾーン研究会で

前述のアリゾナ州（D5500）のモンテーニュさんと、

ユタ州のフレッド バースロング DG が、この書籍プ

ロジェクトについて話す機会があり、両地区のプロジ

ェクトチームが相互に訪問、研究を重ね、各ロータリ

ークラブとローターアクターの受け持ちを決め、最終

的には書籍、運動用具、図書室の什器、内装、運動場

の整地等々も援助しました。更にシエラ ヴィスタで

は教会が児童図書室用に絨毯を寄付し、ロータリーク

ラブが冬季暖房用のヒーターを寄付しました。”この

プロジェクトは、地元では、草の根的なロータリーの

友情と協力を創る力を示し、更に、世界中で近隣の国

の識字と教育を推進する可能性を示します”と 5500
地区のアン フィシャー（Ann Fisher）DG が地元

の図書贈呈式で挨拶しました。 
 
パキスタンの地震罹災者へ総計５００

万＄を供与 
パキスタンのロータリー指導者によれば、１０月８

日の大地震罹災者へ国内外のロータリークラブや地

区からの緊急支援額は、米貨 500 万弗を越え、現地

の 12 万人を越す住民の救援と再起の助けになってお

ります。D3270 のモハメッド ファイズ キドワニ

DG によると、地震発生と同時に、パキスタンの 3,000
人を越すロータリアンとローターアクターが、10 万

の死者と多数の負傷者の出たカシミールと西北地域

州の救援に立ち上がりました。地区・緊急支援委員会

と医療委員会活動の連絡調整役のキドワニ DG によ

ると、”クラブは関係住民に絶大な支援をし、第 1 日

目から義捐金や必需品の給付や海外からの支援物品

が必要な処へ配布されているかを確認しました”。 

地元のロータリアンの努力に対する世界中のロータ

リーからの支援は非常に重要で、厳冬に向う中 500
万を越す罹災者への救済も重要です。今迄に D3270
は、20,000 枚の毛布、冬季用のテント 18,000 張、寝

袋 12,000 枚、シェルター ボックスを 2,000 個、食

料品、医薬品、車椅子、玩具等の配布を手伝い、これ

らの活動はパキスタン軍や人道支援団体と協力して

行われました。 
イギリスとパキスタンの医療ボランテイアとロー

タリークラブが臨時医療救護所をマンセラ、ムザブフ

ァラバッド、ラワルビンデイに設けるのを支援しまし

た。北西地域で救援活動の連絡をしているアボッタバ

ッド RC のアズマライ カーン氏は、ロータリーや他

の人道的支援者の重点は厳しい冬への対策で、其の次

の問題は被災地の再建です、と語りました。カーン会

員の言葉”この時点で、ロータリーは重要で、役に立

つ立場に在り、確実な計画の樹立が絶対に必要です”。
キドワニ DG によれば D3270 は、既に再起に向けて

の計画を立案中です。数週間後に地区とユニセフ、世

界保健機構が協力して、行動計画を樹立します。これ

は、パキスタンのペルヴェズ ムシャラフ大統領が、

先日の支援者会議で述べた線に沿うものです。キドワ

ニ DG によれば、此の点で、計画を成功させるには世

界のロータリーの支援が必要です。南アジア地震災害

への対応については、RI ウエブの WCS のサイトを

御覧下さい。 

会報委員会 委員長 山野 明 副委員長 上野山雅也  嶌村佳郎 吉田昌生 山東剛一 柳生享男 


